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１．研究計画の概要 
(1)背景 

人は日頃歩くときに様々な環境の変化を
解釈し、姿勢や歩き方を調整している。近年、
立位姿勢の制御や歩行に影響を及ぼす要因
として、遂行機能のひとつである二重課題が
注目されている。二重課題とは複数の課題を
同時にこなすことで、たとえば「静止立位姿
勢を維持する」という主課題と同時に計算な
どの注意要求課題（副課題）を課し、主課題
のパフォーマンスを評価するものである。歩
行中の認知症高齢者に話しかけると、無視し
て歩き続けるか立ち止まって会話に答える
場面が見られるが、それは会話しながら話す
という二重課題の遂行が難しくなったこと
を示す。 

二重課題を評価することで遂行機能が低
下し始めた高齢者の転倒リスクを早期に発
見する可能性が見出されたが、従来の二重課
題検査は重心動揺計、床反力計、足底圧分布
計などの大型測定機器・設備を要するもので、
限られた施設でしか評価を受けることがで
きない。そこで、本研究は、公民館など高齢
者向けの保健事業が行われる場で二重課題
を測定する方法「地域版二重課題歩行」を作
成することとした。 
(2)研究目的 

地域高齢者の認知機能・歩行機能に応じた
二重課題と評価基準を検討し、「地域版二重
課題歩行」を開発する 

地域版二重課題歩行と転倒の関連を明ら
かにする 
 

(2)方法 
疫学調査を中心に、下記の研究を積み重ね

て検討する。 

① 先行研究やこれまでの既存データの再
分析に基づき、地域版二重課題歩行のプ
ロトコールを作成 

② 長野県中信地域に暮らす成人を対象に、
並行して用いる注意配分機能の評価指
標の改訂(短縮版ストループテスト)、お
よび信頼性、妥当性の検討 

③ 長野県中信地域に暮らす 65 歳以上の在
宅高齢者を対象に、地域版二重課題歩行
の基準妥当性の検討、および、転倒リス
クとの関連の検討 

④ 長野県中信地域に暮らす 65 歳以上の在
宅高齢者を対象に、地域版二重課題歩行
の予測妥当性の検討 

⑤ 地域版二重課題歩行の普及・啓発 
 

２．研究の進捗状況 
(1) 地域版二重課題歩行は、歩行条件を 1）
副課題なしの自由歩行、2）二桁数字の逆唱
を伴う自由歩行、3)三桁数字の逆唱を伴う自
由歩行とした。難易度の低い順から各条件で
3回、計 9回測定することとした。歩行評価
は、開始位置から 6mの直線距離を設け、3m
の位置から 5 枚の圧力センサー付きシート
2.4m を配置する。平均歩行速度、平均一歩
幅（左右）、歩行ケイデンスを算出する。 
 

(2) 長野県内の在宅高齢者 216名(75.5±6.0
歳)を対象に、地域版二重課題歩行、認知機能
(RDST-J)、注意配分機能(短縮版ストループ
テスト)、平衡機能(重心動揺および 30秒片脚
起立時間)、老研式活動能力指標等を測定した。 

その結果、地域版二重課題歩行の測定値の
うち、左右の重複歩距離・歩幅・歩行速度・
ケイデンスは、副課題の難易度が高まるにつ
れて低下し、左歩幅の変動係数は増加する傾
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向にあった。30秒片脚起立時間が 30秒間完
遂できた群、それ以外の未完遂群の 2 群で、
各変数を比較した。二桁と三桁逆唱時の重複
歩距離・歩幅・歩行速度・歩幅の変動係数の
差を認めた。前期高齢者・後期高齢者に層化
して分析を行っても、同じ傾向がみられた。  

転倒の既往の有無では、二重課題歩行の結
果に有意な差はみられなかった。 
RDST-Jの 7点以下の認知症が疑われる群

は、8 点以上の群に比べ、通常歩行速度・二
重課題条件下の歩行速度が遅かった。 

測定から 1年後に面接または電話調査でき
た対象者は 195 名 90.3%)で、測定後 1 年間
の転倒者は 20 名(10.3%)、内訳は 1 回が 14

名、2 回が 4 名、3 回以上が 2 名あった。1
回以上の転倒者を転倒群、それ以外を非転倒
群として、年齢、地域版二重課題歩行、
RDST-J 得点、短縮版ストループテスト所要
時間、重心動揺軌跡長および 30 秒片脚起立
時間、老研式活動能力指標得点を比較したが、
いずれも有意な差は認められなかった。 
  
３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 
当初、二重課題歩行を地域で簡便に実施す

るためには、目視によって歩容の変化を観察
できることが望ましいと考えていた。しかし、
6m の歩行距離では、二重課題に伴う歩容の
変化を目視で確認することはきわめて難し
かったため、歩容の観察方法を再検討する予
定である。その他は順調に進展している。 
 

４．今後の研究の推進方策 
少人数の地域在住高齢者を対象に、歩行の

変化として現れやすい副課題の内容や、目視
による歩行の観察基準あるいは目視に頼ら
ない評価基準を再検討、再試行する。 

また、これまでの本研究の成果を学会・専
門雑誌で報告するとともに、介護予防事業に
従事する保健師・看護師・健康運動指導士等
を対象とする勉強会等に参加し、本研究の地
域版二重課題歩行を含め、二重課題歩行・認
知機能と転倒の全般について啓発普及を続
ける。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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